
●学校だより「明倫」 №３７                令和８年 ３月１０日 

 

■笑顔はじけた、６年生を送る会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生を送る会の会場である体育館に入った途端に、寒さが和らぎました。６年生への

メッセージや輪飾りなどで、とても素敵な会場になっていたからです。 

この会場のあたたかさは、１～５年生の出し物でさらにヒートアップします。 

手作りのネックレスをプレゼントした１年生、大縄跳びにチャレンジした２年生、合唱

と合奏を届けた３年生、文字ならべクイズを出題した４年生の真心が６年生の真心にしっ

かりと伝わったからです。 

そして、５年生はこの会を中心となって企画・運営しました。スキット「浦島太郎」だ

けではなく、縁の下の力持ちとして準備や後片付けなどに大忙しだった５年生、次年度の

府中小学校の機関車役にふさわしい大活躍でした。ありがとう。 

このような府中っ子の真心があふれた体育館は、笑顔があふれ、みんなの心もあたたか

くなったのです。 

 

この６年生を送る会の余韻でしょうか、この日の昼休みには、運動場で、６年生と下級

生が笑顔でオニごっこ等を楽しむほほえましい光景を見ることができました。 

 

残り約１０日となった本年度ですが、府中っ子の成長はまだまだ続きそうで、楽しみで

す。                           

 （校長  山本 考一） 

 

校長ブログ：府中っ子の学校での様子をお伝えします。（パスワード：０７１５） 

 

学校教育目標「自分を伸ばす みんなで高め合う 府中っ子～「自分事」「自分たち事」となる学びの創造～」 

 

PTAスローガン「絆とつながり～学校と地域で子どもたちの未来を育む～」 


